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山
丹
治
昭
先
生
は
平
成
二
十
五
年
三
月
末
日
を
以
て
六
十
八
歳
に
て
龍
谷
大
学
を
定
年
退
職
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
名
古
屋
大
学
の

文
学
部
教
授
で
あ
り
ま
し
た
が
、
龍
谷
大
学
と
ご
織
を
結
ん
で
下
さ
っ
た
の
は
平
成
十
八
年
四
月
か
ら
で
、
最
初
は
客
員
教
授
と
し

て
ご
就
任
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
は
文
学
部
特
任
教
授
と
し
て
三
年
間
御
苦
労
下
さ
い
ま
し
た
。
そ
れ
に

引
き
続
き
ま
し
て
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
は
文
学
部
の
専
任
教
授
と
し
て
研
究
と
学
問
の
指
導
に
当
た
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
そ

れ
ば
か
り
か
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
平
成
二
十
五
年
三
月
ま
で
の
三
年
間
は
新
設
さ
れ
ま
し
た
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
初
代
館
長

を
兼
任
下
さ
っ
て
数
々
の
激
務
を
こ
な
し
、
今
日
の
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
基
礎
を
作
っ
て
下
さ
い
ま
し
た
。
で
す
か
ら
宮
治
先
生
と
龍

谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い
関
係
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
き
ま
し
て
は
入
津
栄
現
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
館
長
の

「
宮
治
附
教
授
と
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
」
文
に
詳
細
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
今
は
そ
れ
に
譲
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他
の
面
で
も
、
宮
治
先
生
が
龍
谷
大
学
の
文
学
部
仏
教
学
科
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
事
で
、
私
た
ち
が
大
変
に
有
り
難
く
感

じ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
す
な
わ
ち
仏
教
美
術
学
の
商
を
こ
の
龍
谷
大
学
に
導
入
し
て
頂
い
た
事
で
す
。
皆
さ
ん
も
ご
承
知
の

よ
う
に
、
龍
谷
大
学
の
仏
教
学
は
江
戸
時
代
よ
り
華
厳
・
天
台
・
似
合
・
唯
識
と
い
う
四
方
而
の
教
学
を
中
心
と
し
て
研
究
が
な
さ

れ
て
米
ま
し
た
。
明
治
以
降
に
至
り
ま
す
と
イ
ン
ド
哲
学
や
イ
ン
ド
仏
教
学
、
そ
れ
に
大
谷
探
検
隊
将
来
資
料
に
よ
り
ま
す
西
城
学

な
ど
龍
谷
大
学
の
魅
力
あ
る
学
風
を
今
日
ま
で
形
成
し
て
参
り
ま
し
た
が
、
仏
教
美
術
の
而
ま
で
及
ば
な
か
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ

ろ
で
し
た
。
そ
れ
が
飽
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
開
館
計
画
が
持
ち
上
が
り
ま
し
て
か
ら
、
大
学
の
執
行
部
が
俄
然
、
仏
教
の
美
術
面
に

注
目
し
、
斯
学
の
第
一
人
者
と
し
て
の
宮
治
昭
先
生
に
白
羽
の
矢
を
立
て
た
の
で
す
。
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先
生
の
業
績
を
見
て
項
い
て
も
分
か
り
ま
す
よ
う
に
、
先
生
は
数
々
の
学
術
賞
に
輝
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
平
成
四
年
に
は
「
国
華

特
別
賞
」
を
、
平
成
十
九
年
に
は
「
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
学
術
賞
」
を
、
そ
し
て
平
成
二
十
三
年
に
は
「
中
日
文
化
賞
」
を
、
ま

た
平
成
二
十
四
年
に
は
「
中
村
元
東
方
学
術
賞
」
を
、
と
い
う
よ
う
に
、
受
賞
の
数
々
を
見
た
だ
け
で
、
今
夏
先
生
の
業
績
を
紹
介

す
る
ま
で
も
な
い
こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。
特
に
中
村
元
東
方
学
術
賞
は
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
で
日
本
学
士
院
会
員
の
中
村
元

博
士
が
「
東
洋
思
想
の
研
究
及
ぴ
そ
の
成
果
の
普
及
」
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ
た
財
団
法
人
東
方
研
究
会
と
イ
ン
ド
大
使
館
と
の

共
催
に
お
い
て
、
学
術
・
文
化
活
動
で
優
れ
た
業
綴
を
あ
げ
た
学
者
を
顕
彰
す
る
た
め
に
創
設
さ
れ
た
学
術
賞
で
す
。
で
す
か
ら
イ

ン
ド
学
や
仏
教
学
の
中
で
は
大
変
権
威
あ
る
賞
と
評
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
受
賞
さ
れ
た
先
生
が
龍
谷
大
学
に
お
越
し
下
さ
っ
た
の
で
す
か
ら
、
当
然
な
が
ら
仏
教
美
術
に
関
心
を
示
す
学
部
生
や
、

そ
れ
を
専
門
に
研
究
す
る
大
学
院
生
が
増
加
し
、
新
た
な
龍
大
の
専
門
分
野
と
し
て
定
着
し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
大
変
有
り
難
い

こ
と
だ
と
喜
ん
で
お
り
ま
す
。
先
生
に
ご
指
導
項
い
た
学
生
達
が
い
ず
れ
飽
大
の
仏
教
学
科
の
専
任
教
員
と
な
っ
て
、
教
学
と
美
術

を
兼
ね
た
研
究
を
行
い
仏
教
学
界
に
新
風
を
巻
き
起
こ
し
て
く
れ
る
こ
と
を
小
生
は
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
新
進
気
鋭

の
学
者
を
も
含
め
、
こ
こ
に
八
人
の
方
達
か
ら
投
稿
項
い
た
論
文
を
収
録
し
て
宮
治
昭
先
生
退
職
記
念
号
を
編
集
し
、
先
生
に
献
呈

さ
せ
て
項
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
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先
生
に
は
今
後
も
龍
大
の
特
任
教
授
と
し
て
後
進
の
指
導
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
と
り
あ
え
ず
定
年
退
職

を
一
つ
の
区
切
り
と
し
て
今
日
ま
で
の
先
生
の
御
苦
労
に
報
い
さ
せ
て
項
き
た
い
と
考
え
ま
す
。
宮
治
昭
先
生
、
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。
厚
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
日

龍
谷

大
串
悌
教
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特
別
寄
稿

宮
治
昭
教
授
と
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

龍
谷
大
学
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
館
長

入

j畢

山宗

西
本
願
寺
の
正
面
に
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
二

O
一
一
年
四
月
の
こ
と
で
あ
る
。
仏
教
総
合
博
物
館
と
し
て
の

特
色
を
も
っ
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
開
設
は
宮
治
昭
先
生
な
く
し
て
は
あ
り
得
な
か
っ
た
。

二

O
O六
年
に
仏
教
美
術
研
究
の
第
一
人
者
で
あ
る
名
古
屋
大
学
の
宮
治
先
生
を
龍
谷
大
学
に
客
員
教
授
と
し
て
お
迎
え
し
た
。

私
が
代
表
を
務
め
る
「
龍
谷
大
学
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
仏
教
遺
跡
学
術
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
大
学
の
研
究
政

策
と
し
て
と
ら
れ
た
措
置
で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
宮
治
先
生
は
実
に
多
忙
で
、
本
務
校
の
名
古
屋
大
学
、
そ
し
て
龍
谷
大
学
、
さ
ら

に
は
静
岡
県
立
美
術
館
館
長
の
要
職
に
就
か
れ
て
い
た
。
大
学
内
で
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
設
置
に
関
す
る
議
論
が
本
格
化
し
て
き
た

の
は
丁
度
こ
の
頃
で
あ
る
。
た
だ
し
、
宮
治
先
生
も
私
も
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
こ
と
が
ま
と
も
に
自
分
た
ち
に
ふ
り
か
か
っ
て
来

ょ
う
と
は
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
。

ニO
O六
年
も
押
し
迫
っ
て
、
大
学
は
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
設
置
を
正
式
決
定
し
た
。
官
治
先
生
と
私
に
協
力
要
請
が
内
々
に

あ
っ
た
も
の
の
、
二
人
と
も
ミ
ュ

i
ジ
ア
ム
の
全
体
像
が
捉
え
き
れ
な
い
で
い
た
。
仏
教
苧
科
の
方
で
は
、
大
学
院
充
実
の
た
め
に

学
科
の
総
意
で
宮
治
先
生
を
特
任
教
授
と
し
て
迎
え
る
決
定
が
な
さ
れ
た
。

二
O
O七
年
十
月
、
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
開
設
準
備
室
が
発
足
し
た
。
室
長
が
宮
治
先
生
、
別
室
長
が
私
。
準
備
室
が
発
足
し
た
と
き
、

私
は
ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン
に
調
査
に
出
向
い
て
お
り
、
帰
国
し
て
深
草
学
舎
の
開
設
準
備
室
に
顔
を
出
し
て
驚
い
た
。
私
た
ち
二
人
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以
外
に
、
次
長
、
課
員
一
名
、
嘱
託
職
員
一
名
の
三
名
し
か
い
な
か
っ
た
。
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
規
模
は
私
立
大
学
が
開
設
す
る
博
物

そ
の
船
出
は
あ
ま
り
に
寂
し
い
も
の
だ
っ
た
。
本
格
的
に
準

館
と
し
て
は
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
に
な
る
予
定
だ
と
大
学
は
言
い
な
が
ら
、

備
に
乗
り
出
せ
る
体
制
が
整
っ
た
の
は
二

O
一
O
年
四
月
か
ら
で
あ
る
。

当
初
、
建
築
関
係
の
話
は
ど
ん
ど
ん
進
行
し
て
い
っ
た
が
、
肝
心
な
中
身
の
話
は
後
回
し
に
な
っ
て
い
た
。
「
危
う
い
」
と
宮
治

先
生
も
私
も
感
じ
て
い
た
。
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
を
仏
教
総
合
博
物
館
と
し
、
イ
ン
ド
か
ら
日
本
に
至
る
ま
で
の
仏
教
の
歩
み
が
通

覧
で
き
、
か
つ
仏
教
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
。
決
ま
っ
て
い
た
の
は
こ
こ
ま
で
。
そ
し
て
大
学
か
ら
は

「
社
会
に
向
け
て
発
信
力
の
あ
る
ミ
ュ

i
ジ
ア
ム
」
と
い
う
要
望
が
突
き
つ
け
ら
れ
た
。
こ
れ
に
は
宮
治
先
生
も
私
も
頭
を
抱
え
た
。

龍
谷
大
学
が
所
蔵
す
る
仏
教
関
連
の
も
の
は
主
に
文
書
が
多
く
、
一
般
来
館
者
に
強
く
訴
え
る
た
め
に
は
な
ん
と
し
て
も
仏
像
を
初

め
と
す
る
立
体
物
が
必
要
だ
っ
た
。

こ
こ
で
、
宮
治
先
生
が
動
い
た
の
で
あ
る
。
「
日
本
に
あ
る
ガ
，
ン
ダ

l
ラ
彫
刻
を
収
集
で
き
な
い
か
」
と
。
ガ
ン
ダ

l
ラ
の
彫
刻

は
大
英
博
物
館
、
ギ
メ
美
術
館
、
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
な
ど
に
散
在
し
て
い
る
が
、
日
本
に
も
多
く
の
優
品
が
あ
り
、
宮
治
先

生
が
個
人
コ
レ
ク
タ
ー
や
古
美
術
商
に
龍
谷
ミ
ュ
!
ジ
ア
ム
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
伝
え
て
回
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
寄

贈
品
・
寄
託
口
聞
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
所
蔵
者
は
宮
治
先
生
の
高
い
研
究
能
力
と
熱
意
に
つ
き
動
か
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
に
ガ
ン
ダ

l
ラ
出
土
の
仏
像
や
仏
伝
図
が
所
蔵
さ
れ
、
平
常
展
で
は
二
階
展
示
室
に
そ
れ
ら
が
陳
列
さ
れ

る
。
宮
治
先
生
の
尽
力
の
賜
物
で
あ
る
。

二
O
一
0
年
四
月
に
宮
治
先
生
は
仏
教
学
科
の
専
任
教
員
と
な
る
と
と
も
に
、
総
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
初
代
館
長
に
就
任
し
、
私
が

副
館
長
と
し
て
補
佐
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
開
館
ま
で
残
さ
れ
た
時
間
は
あ
と
一
年
。
宮
治
先
生
の
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
有
能

な
学
芸
員
の
お
か
げ
に
よ
り
、
な
ん
と
か
開
館
記
念
展
『
釈
尊
と
親
鴛
』
の
開
幕
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
親
舗
網
聖
人
七
五

O
回
大
遠
忌
法

要
に
合
わ
せ
て
開
館
せ
よ
と
い
う
の
が
大
学
か
ら
の
厳
命
で
あ
っ
た
。
大
宮
図
書
館
所
蔵
品
、
西
本
願
寺
の
法
宝
物
の
ほ
か
、
一
白
カ
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所
以
上
の
寺
院
・
博
物
館
・
個
人
か
ら
、
テ
ー
マ
に
添
う
作
品
を
借
用
展
示
し
、

遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
開
館
記
念
図
書
『
釈
尊
と
親
嬬
』
(
法
蔵
館
)
、
冊
子
図
録
八
冊
も
刊
行
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

初
年
度
は
特
別
な
年
で
、
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
実
質
上
の
ス
タ
ー
ト
は
二

O
二
一
年
度
。
宮
治
先
生
が
構
想
さ
れ
た
の
は
、
毎
年
春

と
秋
に
特
別
展
を
行
い
、
春
の
方
は
ア
ジ
ア
の
仏
教
、
秋
の
特
別
展
は
日
本
の
仏
教
に
焦
点
を
あ
て
、
平
常
展
は
年
三
同
行
う
と
い

う
も
の
。
開
館
記
念
展
が
行
わ
れ
て
い
る
問
、
次
年
度
の
特
別
展
の
準
備
に
追
わ
れ
て
い
た
。
次
年
度
の
春
の
特
別
展
は
大
谷
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
所
蔵
す
る
中
国
・
旅
順
博
物
館
か
ら
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
文
物
を
運
ぴ
、
「
仏
教
の
来
た
道
」
を
タ
イ
ト
ル
と
す
る
特
別
展

を
考
え
て
い
た
。
龍
谷
大
学
西
域
研
究
会
が
長
年
に
わ
た
り
旅
順
博
物
館
と
共
同
研
究
を
し
た
成
果
を
世
に
問
う
試
み
で
も
あ
っ
た
。

旅
順
博
物
館
に
は
第
一
次
大
谷
探
検
隊
が
ガ
ン
ダ

l
ラ
で
収
集
し
た
仏
像
や
仏
伝
閃
も
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
で

公
開
す
る
計
画
を
た
て
た
の
で
あ
る
。
二

O
一
一
年
の
秋
に
は
旅
順
博
物
館
の
郭
富
純
館
長
(
当
時
)
が
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
に
来
ら
れ
、

存
の
特
別
展
開
催
に
強
い
則
待
を
寄
せ
ら
れ
た
。
展
示
の
内
容
も
次
第
に
同
ま
っ
て
い
き
、
後
は
中
国
・
川
家
文
物
局
の
許
可
を
待

つ
ば
か
り
と
な
っ
た
。

一
年
間
六
期
に
わ
た
る
充
実
し
た
展
覧
会
を
成
し
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し
か
し
、
事
態
は
暗
転
し
た
。
二

O
一
一
年
十
二
月
下
旬
に
な
っ
て
も
中
国
側
の
許
可
が
お
り
ず
、
旅
順
博
物
館
所
蔵
口
聞
を
中
心

と
し
た
「
仏
教
の
来
た
道
」
は
幻
に
終
わ
っ
た
。
当
日
の
私
の
メ
モ
に
は
「
呆
然
自
失
、
頭
の
中
は
真
っ
白
」
と
あ
る
。

も
う
時
間
が
な
か
っ
た
。
共
俄
の
読
売
新
聞
社
は
す
で
に
「
仏
教
の
来
た
道
」
の
告
知
を
用
意
し
て
い
た
。
準
備
で
き
る
期
間
は

実
質
三
カ
月
。
き
て
、
ど
う
す
る
。
常
治
先
生
の
力
肢
が
如
何
な
く
発
揮
さ
れ
た
の
は
こ
こ
か
ら
だ
っ
た
。
タ
イ
ト
ル
は
そ
の
ま
ま
、

‘
大
谷
探
検
隊
の
足
跡
を
辿
る
コ
ン
セ
プ
ト
も
そ
の
ま
ま
で
、
龍
谷
大
学
所
蔵
品
を
中
心
に
し
て
、
同
内
の
博
物
館
か
ら
協
力
を
得
る

作
戦
に
切
り
替
え
た
の
で
あ
る
。
宮
治
先
生
は
動
い
た
。
東
京
国
立
博
物
館
・
京
都
国
立
博
物
館
・
松
岡
美
術
館
・
東
京
大
学
東
洋

文
化
研
究
所
・
泉
屋
博
古
館
・
藤
井
斉
成
会
有
都
館
・
ミ
ホ
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
・
大
和
文
華
館
な
ど
か
ら
西
域
関
連
文
物
を
借
用
す
べ

く
先
生
が
交
渉
に
あ
た
り
、
見
事
に
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
た
。
宮
治
先
生
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
展
示
品
は
学
術
的
に
評



価
が
高
い
も
の
ば
か
り
で
、
こ
の
展
示
は
各
方
面
か
ら
絶
賛
さ
れ
た
。
こ
の
年
の
秋
の
特
別
展

7
絵
解
き
。
つ
て
な
あ
に
」
も
大

い
に
好
評
を
博
し
た
。
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
の
基
盤
を
築
い
た
の
は
ま
ぎ
れ
も
な
く
宮
治
先
生
で
あ
る
。

宮
治
先
生
は
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
業
務
で
多
忙
を
極
め
た
こ

O
O
八
年
か
ら
二

O
二
二
年
ま
で
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究

(A)
「ガ

ン
ダ

l
ラ
美
術
の
資
料
集
成
と
そ
の
統
合
的
研
究
」
を
遂
行
さ
れ
、
そ
し
て
二

O

一O
年
に
は
『
イ
ン
ド
仏
教
美
術
史
論
』
(
中
央

公
論
美
術
出
版
)
の
大
著
を
刊
行
さ
れ
た
。
た
だ
た
だ
頭
が
下
が
る
。
宮
治
先
生
は
定
年
退
職
後
も
「
図
像
学
」
と
「
仏
教
学
」
を

架
橋
す
る
試
み
に
挑
戦
し
つ
つ
あ
る
。

仏
教
学
を
専
攻
す
る
学
生
で
仏
教
美
術
に
関
心
を
も
っ
者
は
宮
治
先
生
の
後
を
追
う
が
い
い
。
必
ず
や
実
り
あ
る
成
果
が
も
た
ら

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
い
ま
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
に
は
仏
教
美
術
の
名
品
が
並
ぶ
。
本
物
を
見
て
学
ぶ
と
い
う
理
想
の
環
境
が
出
現
し

た
の
で
あ
る
。
ど
う
か
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
に
何
度
も
足
を
運
び
、
己
の
研
究
課
題
を
探
り
出
し
て
も
ら
い
た
い
。
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム

は
探
究
心
の
強
い
学
生
の
来
館
を
待
っ
て
い
る
。
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宮治 昭 教授近;i診



宮

治

年
月
H 

学

歴

昭
和
四
三
年
三
月

昭
和
四
六
年
三
月

昭
和
四
六
年
四
月

昭
和
四
七
年
三
月

名
古
屋
大
学
文
学
部
(
折
口
学
科
美
学
美
術
史
専
攻
)
卒
業

名
古
屋
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
(
東
洋
哲
学
専
攻
印
度
哲
学
専
門
)
修
了

博
士
課
程
進
学

博
士
課
程
中
途
迅
学

昭

教

授

昭
和
二

O
年
二
月
七
日
生

同l
 

z
E
 

「rI'' 

〈
職
歴
お
よ
び
研
究
歴
〉

昭
和
凶
七
年
四
月
1
昭
和
五
二
年
三
月

昭
和
五
二
年
四
月
1
昭
和
六

O
年
三
月

昭
和
六

O
年
四
月
l
平
成

三
年
三
月

成

三
年
四
月
i
平
成
一
九
年
三
月

平
成
一
八
年
四
月
i
平
成
一
九
年
三
月

平
成
一
八
年
四
月
1
平
成
二
二
年
三
月

平
成
一
九
年
四
月
i
平
成
二
二
年
三
月

聞各
歴

-9一

名
古
屋
大
学
文
学
部
助
手
(
美
学
美
術
史
研
究
室
)

弘
前
大
学
教
養
部
助
教
授
(
芸
術
担
当
)

名
古
屋
大
学
文
学
部
助
教
授
(
美
学
美
術
史
研
究
室
)

名
古
屋
大
学
文
学
部
教
授
(
同
)
(
退
職
時
に
名
誉
教
授
)

龍
谷
大
学
客
員
教
授

静
岡
県
立
美
術
館
館
長

龍
谷
大
学
文
学
部
特
任
教
授



平
成
二
二
年
四
月

1
平
成
二
五
年
三
月

平
成
二
二
年
四
月
i
平
成
二
五
年
三
月

龍
谷
大
学
文
学
部
教
授

龍
谷
大
学
龍
谷
ミ
ュ

l
ジ
ア
ム
館
長
r

〈
非
常
勤
講
師
出
講
歴
〉

東
北
大
学
、
大
阪
大
学
、
三
重
大
学
、
愛
知
県
立
芸
術
大
学
、
同
朋
大
学
、
中
部
大
学
、
国
際
仏
教
学
大
学
院
大
学

〈学
平
成
三
年
三
月

位

名
古
屋
大
学

文
学
博
士
(
『
浬
繋
と
弥
勅
の
図
像
学
|
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
|
』
)

〈
所
属
学
会
〉

美
術
史
学
会
、
密
教
図
像
学
会
、
東
海
印
度
学
仏
教
学
会
、
南
ア
ジ
ア
学
会
、

仏
教
学
会
、
日
本
仏
教
学
会
、
龍
谷
仏
教
学
会

褒
平
成

平
成
一
九
年

平
成
二
三
年

四
年

平
成
二
四
年

- 10一

日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
、
東
方
学
会
、
日
本
印
度
学

章〉

国
華
特
別
賞

東
海
印
度
学
仏
教
学
会
学
術
賞

中
H
文
化
賞

中
村
元
東
方
学
術
賞



〈
社
会
的
活
動
〉

1

愛
知
県
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
(
平
成
二
年
四
月
1
平
成
一
六
年
三
月
)

愛
知
県
史
編
纂
専
門
委
員
会
委
員
(
平
成
六
年
六
月
i
平
成
一
八
年
四
月
、
同
文
化
財
部
会
長

2. 

平
成
一
八
年
六
月
i
平
成

四
年
五
月
)

3. 

文
部
省
学
術
審
議
会
専
門
委
員
(
平
成
七
年
一
月
i
平
成
九
年
一
月
)

H
本
学
術
会
議
東
洋
学
研
究
連
絡
委
員
会
委
員
(
平
成
九
年
一

O
月
i
平
成
一
二
年
一

O
月
)

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
セ
ン
タ
ー
企
同
運
営
委
員
(
平
成
六
年
四
月
l
平
成
二

O
年
三
月
)

文
化
遺
産
国
際
協
力
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
束
ア
ジ
ア
・
中
央
ア
ジ
ア
分
科
会
委
員
(
平
成
一
九
年
六
月
1
現
在
に
至
る
)

文
化
庁
文
化
審
議
会
専
門
委
員
(
文
化
財
部
会
)
(
平
成
二

O
年
二
月
1
平
成
一
二
年
三
月
)

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
附
属
束
洋
学
研
究
情
報
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
委
員
(
平
成
二
二
年
四
月
1
現
在
に
至
る
)
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宮
治
昭
博
士

主
要
業
績
目
録

A 

著
書

『
イ
ン
ド
美
術
史
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
一
年
、
第
五
制
一
一
九
九
七
年
、
二
三
九
頁

金
香
淑
・
高
延
銀
訳
、
韓
国
語
版
『
イ
ン
ド
美
術
史
』
ロ
各
丘
一
宮
包
宙
出
版
(
ソ
ウ
ル
)
、
二

O
O六
年
、
三
六
六
頁

(
増
補
復
刊
)
歴
史
文
化
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
『
イ
ン
ド
美
術
史
』
吉
川
弘
文
館
、
二

O
O九
年
、
二
四
八
頁

『
ア
ジ
ャ
ン
タ
l
窟
院
』
(
世
界
の
聖
域
7
、
序
文
・
総
論
一
柳
宗
玄
)
講
談
社
、
一
九
八
一
年
、
一
五
一
頁

『
ガ
ン
ダ
l
ラ
』
(
写
真
並
河
高
里
)
本
文
解
説
担
当
、
岩
波
書
底
、
一
九
八
四
年
、
一
二
八
頁

『
正
倉
院
』
(
日
本
の
古
寺
美
術
別
巻
)
保
育
社
、
一
九
八
六
年
、
二
三

O
頁

『
浬
繋
と
弥
勅
の
図
像
学
|
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
|
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
二
年
、
六
九
二
頁

李
捧
・
張
清
溝
訳
『
浬
繋
与
弥
勅
的
図
像
学
l
H
肌
印
度
到
中
並
』
敦
埠
研
究
院
(
仏
教
芸
術
与
敦
健
学
名
著
訳
叢
)
北
京
・
文

物
出
版
社
、
二

O
O九
年
、
六

O
八
頁

『
ガ
ン
ダ
l
ラ
仏
の
不
思
議
』
講
談
社
選
書
メ
チ
エ
、
一
九
九
六
年
、
三
二
六
頁

李
薄
訳
『
健
陀
羅
美
術
尋
跡
』
中
国
北
京
・
人
民
美
術
出
版
社
、
二

O
O六
年

『
仏
教
美
術
の
イ
コ
ノ
ロ
ジ
l
|
イ
ン
ド
か
ら
日
本
ま
で
|
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
、
二
七

QbH

『
パ
l
ミ
ヤ
l
ン
、
遥
か
な
り
l
失
わ
れ
た
仏
教
美
術
の
世
界
』

Z
国
間
ブ
ッ
ク
ス
、
二

O
O
二
年
、
二
七
三
頁

『
仏
像
学
入
門
l
ほ
と
け
た
ち
の
ん
l
ツ
を
探
る
|
』
春
秋
社
、
ニ

O
O四
年
、
三
三
八
頁

(
増
補
版
)
春
秋
社
、
ニ

O
O
四
年
、
三
七
六
頁

賀
小
再
訳
『
吐
略
淘
石
窟
壁
画
与
禅
観
』
上
海
古
籍
出
版
社
、
二

O
O九
年
、
二
一
二
頁
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12. 11. 

『
イ
ン
ド
仏
教
美
術
史
論
』
中
央
公
論
美
術
出
版
、
二

O
一
O
年、

七

O
一
頁

む
を
ミ
N

W

S

ヨ
ミ
号
、
両
立
。

¥ε
ミ
言
、
:
ミ
尽
き
合
同
戸
何
百
W
O
E
S
5
3一門戸
N
C
H
M
・
二
六
O
頁

B 

編
者
・
共
著

宮
治
昭
・
モ
タ
メ
デ
ィ
遥
子
編
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
博
物
館
』
(
「
ガ
ン
ダ

l
ラ
の
仏
伝
美
術
」
「
仏
像
の
道
|
イ
ン
ド
よ
り
中
国

へ
ー
」
執
筆
)
講
談
社
、

一
九
七
九
年

2. 

-
-
H凶
版
筋
、

m
-
W本
文
篇
、
「
壁
耐
」
(
記
述
)

お
よ
び
「
壁
画
お
よ
ぴ
塑
像
の
装
飾
美
術
に
関
す
る
比
較
考
察
L

(

研
究
)
を
執
筆
、
同
朋
舎
、
一
九
八
三

i
八
四
年

(
再
版
)
同
朋
合
メ
デ
ィ
ア
プ
ラ
ン
、
二

O
O
一
年

- 13一

樋
口
隆
康
編
『
パ

l
ミ
ヤ

l
ン
』
(
京
都
大
学
中
央
ア
ジ
ア
学
術
報
告
)

3. 

{
日
治
昭
編
『
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の
仏
教
図
像
調
査
』
(
「
ガ
ン
ダ

l
ラ
三
尊
形
式
の
両
脇
侍
菩
雌
に
つ
い
て
」
執
筆
)
、
昭

和
五
八

i
五
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
弘
前
大
学
、
一
九
八
五
年

山
田
耕
二
・
宮
治
昭
『
東
寺
』
(
日
本
の
古
寺
美
術
一
二
巻
)
保
育
社
、
一
九
八
八
年

自
治
昭
編
『
イ
ン
ド
の
パ
!
ラ
朝
美
術
の
図
像
的
学
研
究
』
(
「
イ
ン
ド
の
バ

l
ラ
朝
の
仏
陀
像
の
図
像
学
的
研
究
」
執
筆
)
、

平
成
三

l
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
名
古
屋
大
学
、
一
九
九
三
年

宮
治
昭
編
『
仏
伝
美
術
の
伝
播
と
変
容

l
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
沿
っ
て
|
』
(
「
仏
伝
美
術
の
伝
播
と
受
容
」
「
ガ
ン
ダ

l
ラ
の
仏

伝
美
術
」
執
筆
)
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
〈
O
「

ω、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
一
九
九
七
年

宮
治
昭
編
『
宗
教
的
実
践
の
視
点
に
よ
る
仏
教
美
術
と
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
比
較
研
究
』
(
「
仏
教
に
お
け
る
実
践
と
美
術
|
礼

拝
・
供
養
と
膜
想
・
観
想
を
中
心
に

l
」
執
筆
)
、
平
成
九

1
一
0
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
名
古
屋
大

学、

4. 5. 6. 7. 

一
九
九
九
年



8. 

肥
塚
降
・
宮
治
昭
編
『
世
界
美
術
大
全
集

貌
」
執
筆
)
小
学
館
、

東
洋
編
U

イ
ン
ド

(
2
)
』
(
「
中
世
前
期
の
北
イ
ン
ド
l

仏
教
美
術
の
発
展
と
変

9. 

一
九
九
九
年

肥
塚
隆
・
宮
治
昭
編
『
世
界
美
術
大
全
集
東
洋
編
日

ー
の
古
代
美
術
」
「
南
イ
ン
ド
の
古
代
美
術
」
執
筆
)
小
学
館
、
二

O
O
O年

宮
治
昭
・

Z
国
間
「
キ
ジ
ル
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
編
『
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
キ
ジ
ル
大
紀
行
』
(
寸
キ
ジ
ル
石
窟
の
美
術
l
石
窟
構
造

と
壁
画
|
」
執
筆
)
日
本
放
送
出
版
協
会
、
二

O
O
O年

宮
治
昭
編
『
観
音
菩
薩
像
の
成
立
と
展
開
l
変
化
観
音
を
中
心
に
イ
ン
ド
か
ら
日
本
ま
で

l
』
(
「
観
音
菩
薩
の
成
立
と
展
開
|

イ
ン
ド
を
中
心
に

l
」
執
筆
)
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
〈
色
・
口
、
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
学
研
究
セ
ン
タ
ー
、
二

O
O
一
年

宮
治
昭
編
『
イ
ン
ド
か
ら
中
国
へ
の
仏
教
美
術
の
伝
播
と
変
容
に
関
す
る
研
究
』
(
「
調
査
・
研
究
の
概
要
」
「
ス
ワ
l
ト
」
「
タ

キ
シ
ラ
」
「
イ
ン
ド
の
観
音
菩
薩
像
の
展
開
と
変
化
観
音
」
「
密
教
五
仏
」
執
筆
)
、
平
成
一

o
j
一
二
年
度
科
学
研
究
費
補
助

金
研
究
成
果
報
告
書
、
名
古
屋
大
学
、
ニ

O
O
一
年

宮
治
昭
編
『
宗
教
美
術
に
お
け
る
視
覚
的
イ
メ
ー
ジ
の
機
能
と
使
用
方
法
一
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
比
較
研
究
』
(
「
観
法

と
観
経
変

l
観
経
変
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

l
L
執
筆
)
、
平
成
二
一
i
一
三
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
名

古
屋
大
学
、
二

O
O
二
年
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イ
ン
ド

(
1
)
』
(
「
豊
餓
と
寂
静
の
イ
ン
ド
古
代
美
術
」
「
マ
ト
ゥ
ラ

10. 11. 12. 13. 14. 

宮
治
昭
編
『
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
宗
教
的
造
形
の
諸
相
|
寺
院
建
築
と
美
術
の
成
立
と
展
開
|
』

N
g
z、
平
成
一
四
l
一

七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
名
古
屋
大
学
、
二

O
O
六
年

宮
治
昭
一
編
『
交
流
と
伝
統
の
視
点
か
ら
見
た
仏
教
美
術
の
研
究
|
イ
ン
ド
か
ら
日
本
ま
で
|
』
(
「
イ
ン
ド
・
ガ
ン
ダ
l
ラ
に
お

け
る
仏
伝
図
の
生
成
」
執
筆
)
、
平
成
二
ハ

1
一
九
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
龍
谷
大
学
、
二

O
O
八
年

宮
治
昭
編
『
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
の
資
料
集
成
と
そ
の
統
合
的
研
究
』
(
「
ガ
ン
ダ
!
ラ
美
術
と
大
乗
仏
教
|
特
に
仏
三
尊
像
と
大

15. 16. 



神
変
関
を
中
心
に
|
」
「
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
研
究
の
現
状
」
執
筆
)
、
平
成
二

0
1
二
四
年
度
(
予
定
)
科
学
研
究
費
補
助
金
研

究
成
果
中
間
報
告
書
、
龍
谷
大
学
、
二

O
一
一
年

17. 

宮
治
昭
編
『
ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術
の
資
料
集
成
と
そ
の
統
合
的
研
究
』
(
「
ガ
ン
ダ

l
ラ
美
術
研
究
の
現
状
」
「
ガ
ン
ダ

l
ラ
の
仏

教
美
術
l
仏
伝
・
禅
観
・
大
乗
仏
教
と
の
関
わ
り
|
」
執
筆
)
平
成
二

0
1
二
四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、

守
己
ω
、
龍
谷
大
学
、
二

O
一
三
年

18. 

宮
治
昭
編
『
ガ
ン
ダ

l
ラ
・
ク
チ
ャ
の
仏
教
と
美
術
|
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
仏
教
文
化
、
第

I
部
』
回
豆
島
阿
佐
自
自
己
〉
吋
片
山
口

。mga国
5
8仏
関
口
岳
山
凶
(
『
ガ
ン
ダ
l
ラ
美
術
の
資
料
集
成
と
そ
の
統
合
的
研
究
』
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
)
、
平
成
二

0
1
二

四
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
研
究
成
果
報
告
書
、
龍
谷
大
学
、
二

O
二
ニ
年

C 

翻
訳
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1. 

エ
リ
ア
l
デ
著
『
悪
魔
と
両
性
具
有
』
(
堀
一
郎
監
修
、
エ
リ
ア
l
デ
著
作
集
第
六
巻
)
せ
り
か
書
一
房
、
一
九
七
三
年

「
豆
司
凶
g
&
g
第
ロ
章
E
U
吋
削
昨
日
冨
弓
中
島
可
m
H
3

和
訳
」
『
弘
前
大
学
教
養
部
文
化
紀
要
』
第
一
三
号
、
一
九
七
九
年

ヴ
ィ
デ
ィ
ヤ
・
デ
へ

l
ジ
ア
著
、
宮
治
昭
・
平
岡
三
保
子
訳
『
イ
ン
ド
美
術
』
岩
波
書
底
、
二

O
O
二
年

2. 3. D 

学
術
論
文

「
舎
衛
城
の
神
変
L

『
東
海
仏
教
』
第
一
六
輯
、

「パ

l
ミ
ヤ

l
ン
F
洞
の
浬
繋
図
」
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
戸
凶
、

「パ

l
ミ
ヤ

l
ン
西
大
仏
(
五
十
五
米
仏
)
の
仏
寵
壁
画
」
『
図
華
』
九
九
二
号
、

一
九
七
六
年

1. 

一
九
七
一
年

2. 

一
九
七
三
年

3. 4. 

快眠、H
，ymw
〉
2
0同
国

ωBqω
ロ3
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切
ね
さ
ん
で
お
お
|
町
、
。
訟
さ
hNb
ミ
.
nミ
皆
、
内

l
L
Z
F
D
(
υ
C
F
c
s
-
n
g
Z吋向。『
C
Z開
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0
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18. 17. 

一
五
六
号
、

「
古
代
イ
ン
ド
に
お
け
る
ス

l
リ
ヤ
の
図
像
に
つ
い
て
」
『
悌
教
義
術
』

一
九
八
四
年

「
敦
健
美
術
と
ガ
ン
ダ
l
ラ
・
イ
ン
ド
の
美
術
|
初
期
敦
健
美
術
に
お
け
る
西
方
影
響
の
ニ
・
三
の
問
題
」
『
東
洋
学
術
研
究
』

第
二
四
巻
第
一
号
、

一
九
八
五
年

19. 

「
ガ
ン
ダ
l
ラ
に
お
け
る
半
蹴
思
惟
の
図
像
|
半
蹴
思
惟
像
の
出
現
l

」
田
村
固
澄
・
黄
寄
永
編
『
半
棚
田
山
惟
像
の
研
究
』
所

一
九
八
五
年

収
、
吉
川
弘
文
館
、

20. 

4
8
8
m
g芸
可
。
片
言
。
白
S
E話
回
。
島
辰
巳
2
g
E
の
S
S
R
S
σ
豆
島
民
ωご
ユ
包
ω
J
L
P
S母、
§
P
S
~
~
w
H
R
A
Y
b
¥

句
史
札

RSな
H

h

N

誌
な
な
丸
一
匹
お
お
お
弘
、

sh同
宮
戸
(
包
・
)
〉
・
富
山
苫
戸
田

5
8
E
C巳
〈
角
ω
P
F
S
∞印

「
イ
ン
ド
に
お
け
る
弥
勅
図
像
の
変
遷
」
町
田
甲
一
先
生
古
稀
記
念
刊
行
会
編
『
論
叢
仏
教
美
史
』
所
収
、
古
川
弘
文
館
、

21. 

九
八
六
年
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22. 

「
イ
ン
ド
仏
伝
閃
像
の
研
究
(
二
|
『
兜
率
天
上
の
菩
薩
』
『
臼
象
降
下
』
|
」
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
凶
Q
M内、

一
九
八
七
年

24. 23. 

「
託
胎
霊
夢
1

イ
ン
ド
仏
伝
図
像
の
研
究
会
己
|
」
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
わ
口
、
一
九
八
八
年

「
南
イ
ン
ド
・
ア
マ
ラ
l
ヴ
ァ
テ
ィ
ー
の
浬
繋
説
話
図
」
『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
第
六
号
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
美
学
美
術

史
研
究
室
、

一
九
八
八
年

26. 25. 

「
キ
ジ
ル
石
窟
|
石
窟
構
造
・
壁
画
様
式
・
図
像
構
成
の
関
連
|
」
『
悌
教
義
術
』

一
七
九
号
、

一
九
八
八
年

「
キ
ジ
ル
第
一
様
式
の
ヴ
ォ

l
ル
ト
天
井
儲
壁
画
(
上
)
!
神
定
僧
・
山
岳
構
図
・
弥
勅
の
凶
像
構
成
|
」
『
仰
教
事
術
』

八

O
号、

一
九
八
八
年

27. 

「
キ
ジ
ル
第
一
様
式
の
ヴ
ォ

l
ル
ト
天
井
窟
壁
画
(
下
)
|
禅
定
僧
・
山
岳
構
図
・
弥
勅
の
図
像
構
成
|
」
『
仰
教
警
術
』

八

一
二
口
守
、

一
九
八
八
年



31. 30. 29. 28. 

「
ガ
ン
ダ

l
ラ
浬
繋
図
の
読
解
」
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』

「
弥
勅
と
大
仏
」
『
オ
リ
エ
ン
ト
』
第
一
一
一
一
巻
第
二
号
、
一
九
八
九
年

「
キ
ジ
ル
石
窟
の
浬
繋
図
像
L

『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
第
七
号
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
美
学
研
究
室
、

「
古
代
イ
ン
ド
の
プ
ラ
フ
マ

l
(党
天
)
と
イ
ン
ド
ラ
(
帝
釈
天
)
の
図
像
に
つ
い
て
1
8
聖
者
的
・
行
者
的
イ
メ
ー
ジ
。
と

。
王
者
的
・
戦
士
的
イ
メ
ー
ジ
8
|
」
『
環
太
平
洋
圏
に
お
け
る
文
化
的
・
社
会
的
構
造
に
関
す
る
研
究
』
所
収
、
名
古
屋
大

一
九
九

O
年

一O
五
号
、

一
九
八
九
年

一
九
八
九
年

学
環
太
平
洋
問
題
研
究
会
、

33. 32. 

「
ガ
ン
ダ

l
ラ
の
弥
勅
菩
薩
の
図
像
に
つ
い
て
」
『
名
古
屋
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』
一
九
九

O
年

「パ

l
ミ
ヤ

l
ン
石
窟
の
天
井
壁
画
の
図
像
構
成
|
弥
勅
菩
薩
・
千
仏
・
飾
ら
れ
た
仏
陀
・
浬
繋
|
」
『
悌
教
肇
術
』

一
九
九

O
年

一
O
八
号
、

一
九
一
号
、

。。

34. 

「
イ
ン
ド
に
お
け
る
浬
繋
美
術
の
変
遷
」
『
美
学
美
術
史
研
究
論
集
』
第
八
号
、
名
古
屋
大
学
文
学
部
美
学
美
術
史
研
究
室
、

36. 35. 

九
九

O
年

「
ス
ト
ウ
|
パ
の
シ
ン
ボ
リ
ズ
ム
と
そ
の
装
飾
原
理
」
『
南
都
仏
教
』
第
六
四
号
、

「
西
域
の
仏
教
美
術

l
イ
ン
ド
仏
教
美
術
の
受
容
と
変
容
|
」
鎌
田
茂
雄
編
『
仏
教
の
受
容
と
変
容
4

中
国
編
』
所
収
、
佼
成

出
版
社
、

一
九
九

O
年

一
九
九
一
年

37. 

「
宇
宙
主
と
し
て
の
釈
迦
仏
|
イ
ン
ド
か
ら
中
央
ア
ジ
ア
・
中
国
へ

l
」
立
川
武
蔵
編
『
受
茶
羅
と
輪
廻
』
所
収
、
佼
成
出
版

社、

一
九
九
三
年

38. 

「
イ
ン
ド
の
地
天
の
図
像
と
そ
の
周
辺
」
『
宮
坂
宥
勝
博
士
古
稀
記
念
論
文
集
(
上
)
イ
ン
ド
学
仏
教
学
研
究
』
所
収
、
法
蔵
館
、

39. 

一
九
九
三
年

「
イ
ン
ド
古
代
初
期
美
術
の
。
降
魔
成
道
。
の
諸
相
」
『
名
古
属
大
学
文
学
部
研
究
論
集
』

一
二

O
号、

一
九
九
四
年



41. 40. 

「
イ
ン
ド
仏
伝
美
術
の
三
類
型
」
『
悌
教
委
術
』
一
一
一
七
号
、

一
九
九
四
年

寸
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
ト
ヨ
ク
石
窟
の
禅
観
窟
壁
画
に
つ
い
て
|
浄
土
図
・
浄
土
観
想
図
・
不
浄
土
観
想
図
(
上
)
|
」
『
仰
教
婆

術
』
二
二
一
日
す
、

一
九
九
五
年

42. 

「
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
・
ト
ヨ
ク
石
窟
の
禅
観
結
壁
一
州
に
つ
い
て
|
浄
土
問
・
浄
土
観
恕
図
・
不
浄
土
観
想
岡
(
中
)
|
」
『
仰
教
義

術
』
二
二
三
号
、

一
九
九
五
年

44. 43. 

「
イ
ン
ド
の
大
日
知
来
像
の
現
存
作
例
に
つ
い
て
」
『
密
教
図
像
』

「
ト
ゥ
ル
フ
ァ
ン
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弗
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試
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:
j
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石
窟
寺
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け
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規
模
寄
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い
て

l
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進
銘
と
大
乗
仏
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l
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悩

ド
イ
ツ
ト
ル
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ァ
ン
隊
収
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初
期
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量
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経
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:
:
:
:
・
:
三

枝

い
づ
み
:
:
:
側
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世
親
の
唯
心
論

発表要旨

須

票日

円

日夜

平成24年度龍谷仏教学会学術研究発表会

『
倶
舎
諭
』
「
根
品
」
四
相
の
考
察
と
、
寸
業
口
問
」
剃
那
滅
の
考
察
は
、
『
唯
識
二
十
諭
』
に
お
け
る
、
無
限
分
割
の
理
論
に
適
用

で
き
る
。
あ
る
も
の
を
空
間
的
に
無
限
分
割
す
る
場
合
、
そ
の
も
の
に
徹
底
的
剃
那
減
論
を
適
用
す
れ
ば
、
無
限
分
割
の
時
間
的
過

程
に
お
け
る
、
住
と
老
の
否
定
か
ら
は
、
前
瞬
間
と
後
瞬
間
の
も
の
が
全
く
異
な
る
こ
と
と
な
り
、
同
じ
も
の
を
分
析
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
え
な
い
。
ま
た
、
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
た
、
生
と
減
の
百
定
か
ら
は
、
そ
の
分
析
対
象
が
、
時
間
を
超
越
し
て
し
ま
う
こ
と

に
な
る
。
よ
っ
て
、
空
間
的
分
析
を
待
た
ず
に
、
時
間
を
も
の
は
超
越
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
伴
い
、
四
次
元
を
超
越
し
た
も

の
は
、
そ
の
下
位
概
念
で
あ
る
三
次
元
を
必
然
的
に
超
越
し
、
時
間
・
空
間
を
、
す
べ
て
の
存
在
は
理
論
的
に
真
実
に
超
越
し
て
い

る
こ
と
が
確
信
で
き
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
時
間
・
空
間
を
超
越
し
た
も
の
は
心
と
名
づ
け
ら
れ
、
あ
る
よ
う
に
見
え
る
現
象
の
迷
い

の
世
界
の
椴
拠
と
な
る
時
間
・
空
間
を
超
越
し
た
不
可
思
議
な
心
の
み
が
存
在
し
、
唯
心
論
が
確
立
さ
れ
る
。
世
親
は
、
図
ら
ず
も

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
十
分
意
識
し
て
い
た
と
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
で
以
上
の
世
親
の
唯
心
論
が
ど
の
よ
う
に
浄
土
真
宗
の
現
生
正
定

衆
・
往
生
即
成
仏
の
学
説
に
適
用
さ
れ
る
の
か
を
考
察
す
る
。
こ
こ
で
私
が
、
現
生
正
定
衆
と
考
え
る
状
態
は
次
の
よ
う
な
状
態
で

あ
る
。
有
為
無
為
を
超
え
た
世
界
と
し
て
の
時
間
・
空
間
を
超
え
た
唯
心
論
の
世
界
は
、
こ
の
世
に
い
る
わ
れ
わ
れ
に
は
、
現
実
に

は
体
得
で
き
な
い
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
世
で
は
時
間
・
空
間
の
制
約
と
い
う
構
想
か
ら
は
逃
れ
ら
れ
な
い
。
し

Q
d
 



か
し
、
以
上
の
考
察
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
り
、
真
実
の
世
界
は
、
時
間
・
空
間
を
超
え
た
仏
の
不
可
思
議
な
世
界
で
あ
る
と
い
う
こ

と
を
理
解
し
信
ず
る
こ
と
は
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
来
に
死
後
、
往
生
即
成
仏
し
た
と
き
に
初
め
て
、
時
間
・
空
間
を
超

え
た
世
界
を
体
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
現
象
世
界
は
論
理
的
に
無
か
ら
生
じ
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
、

時
間
・
空
間
を
超
え
た
不
可
思
議
な
世
界
が
あ
ら
ゆ
る
現
象
の
内
的
必
然
的
根
拠
と
な
る
と
理
解
で
き
る
。
彼
土
と
此
土
と
は
不
一

不
異
の
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
二
分
法
的
な
連
続
と
断
絶
の
併
存
と
は
考
え
ら
れ
ず
、
相
互
に
溶
け
あ
い
浸
透

し
あ
っ
て
い
る
関
係
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

(
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
)

世親の唯心論
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『
勝
髪
経
疏
義
私
紗
』

と
天
台
教
義
と
の
一
致

発表要TT

仕l

抜
，，~'、

岡
山

士
口

平成24年度龍谷仏教学会学術研究発表会

唐
の
明
空
(
生
没
年
未
詳
)
撰
『
勝
髪
経
疏
義
私
紗
』
は
、
聖
徳
太
子
の
御
製
と
伝
え
ら
れ
る
『
勝
賞
経
義
疏
』
の
註
釈
害
で
あ

る
。
智
証
大
師
円
珍
(
八
一
四
1
八
九
一
)
の
伝
え
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
本
書
の
撰
述
者
明
空
は
、
中
国
天
台
の
第
六
組
妙
楽
大

師
湛
然
(
七
一
一

1
七
八
二
)
の
門
人
で
あ
っ
た
と
い
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
島
地
大
等
氏
と
中
里
貞
隆

氏
と
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
見
解
を
示
さ
れ
て
お
り
、
未
だ
明
雄
な
問
答
が
出
さ
れ
て
い
な
い
。

局
地
氏
と
中
里
氏
の
見
解
の
相
違
は
、
①
『
勝
室
経
疏
義
私
紗
』
に
お
け
る
天
台
教
義
か
ら
の
影
響
の
有
無
、
②
明
空
が
湛
然
の

門
人
で
あ
る
か
否
か
、
の
二
点
に
集
約
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
島
地
氏
は
、
『
勝
髪
絞
疏
義
私
紗
』
中
に
は
天
台
の
法
義
が
使
用
さ

れ
て
お
ら
ず
、
明
空
を
湛
然
の
門
人
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
見
解
を
示
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
中
里
氏
は
、
『
勝

髪
経
疏
義
私
紗
』
中
に
天
台
の
法
義
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
湛
然
門
下
で
あ
る
か
否
か
は
明
ら
か
で
な
い
も
の
の
、
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明
空
が
天
台
に
属
す
る
人
師
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
と
主
張
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
本
発
表
で
は
、
こ
の
両
氏
の
見
解
に
つ
い
て
改
め
て
検
討
を
行
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
『
勝
髭
経
疏
義
私
紗
』
を
精
読
し

た
と
こ
ろ
、
本
書
に
は
『
法
界
次
第
初
門
』
を
は
じ
め
、
天
台
の
典
籍
が
広
く
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の

た
め
、
①
『
勝
髭
経
疏
義
私
紗
』
に
お
け
る
天
台
教
義
か
ら
の
影
響
の
有
無
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
、
『
勝
髭
経
疏
義
私
紗
』
中



に
は
天
台
の
法
義
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
中
里
氏
の
見
解
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
②
明
空
が
湛
然
の
門
人
で
あ
る
か
否
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
が
、
今
回
の
検
討
に
よ
っ
て
、
『
勝
質
経
疏
義
私
紗
』
中
に

は
、
湛
然
再
治
の
『
維
摩
経
略
疏
』
、
ま
た
湛
然
撰
『
止
観
輔
行
伝
弘
決
』
か
ら
の
引
用
の
見
ら
れ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

無
論
、
こ
の
こ
と
を
も
っ
て
直
ち
に
明
空
を
湛
然
門
下
と
断
ず
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
少
な
く
と
も
、
明
空
が
湛
然
の
著
作
に
通

r勝司E経疏義私紗』と天台教義との一致

晩
し
た
人
師
で
あ
っ
た
こ
と
、
両
者
の
関
係
性
が
極
め
て
近
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
の
な
い
も
の
と
い
え
よ
う
。

以
上
、
本
発
表
に
よ
っ
て
『
勝
賞
経
疏
義
私
紗
』
が
天
台
と
深
く
関
連
す
る
典
籍
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
後
世
、
天

台
の
諸
師
が
本
書
を
ど
の
よ
う
に
受
容
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。(

龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
三
回
生
)
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〈
阿
弥
陀
経
〉

の
成
立
時
期
に
つ
い
て

|
|
阿
弥
陀
仏
の
寿
命
を
手
掛
か
り
と
し
て
|
|

発表要旨

泰

壬

紀

生

平成24年度龍谷仏教学会学術研究発表会

阿
弥
陀
仏
の
国
土
や
そ
こ
へ
の
往
生
、
か
の
仏
へ
の
諸
仏
に
よ
る
讃
歎
な
ど
が
説
示
さ
れ
、
〈
・
無
量
寿
経
〉

〈
阿
弥
陀
経
〉
は
、

- 123一

と
共
に
、
イ
ン
ド
の
阿
弥
陀
仏
信
仰
の
様
相
を
我
々
に
伝
え
る
重
要
な
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
あ
る
。
本
経
典
、
の
成
立
時
期
に
関
す
る

研
究
成
果
は
数
多
く
公
表
さ
れ
て
い
る
が
、
諸
学
者
の
見
解
が
分
か
れ
、
い
ま
だ
定
説
化
に
い
た
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
れ
ら
先
行
研
究
の
成
果
を
大
別
す
る
と
、
①
〈
無
量
寿
経
〉
よ
り
も
遅
れ
て
〈
阿
弥
陀
経
〉
が
成
立
し
た
、
②
〈
無
駄
寿
経
〉
に

先
行
し
て
〈
阿
弥
陀
経
〉
が
成
立
し
た
、
③
両
経
典
は
ほ
ぽ
同
時
期
に
成
立
し
た
、
と
の
三
説
と
な
る
。
つ
ま
り
、
本
経
典
の
成
立

時
期
を
論
じ
る
場
合
、
〈
無
量
寿
経
〉
諸
異
本
の
展
開
史
上
、
〈
阿
弥
陀
経
〉
が
ど
こ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
が
こ
の
問
題
の
焦
点
の

一
つ
で
あ
る
と
い
え
る
。

阿
弥
陀
仏
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
「
寿
命
」
に
着
目
し
、
〈
阿
弥
陀
経
〉
と
〈
無
量
寿
経
〉
所
説
の
「
阿

弥
陀
仏
の
寿
命
」
に
関
す
る
記
述
、
具
体
的
に
は
、
「
寿
命
が
限
り
な
い
こ
と
ヘ
「
仏
と
成
っ
て
十
劫
が
経
つ
こ
と
へ
「
阿
弥
陀
仏

の
名
前
の
由
米
」
と
い
う
記
述
の
内
容
お
よ
び
説
示
さ
れ
る
位
置
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
〈
阿
弥
陀
経
〉
の
成
立
時
期
の
推

そ
こ
で
、
発
表
で
は
、

定
を
試
み
た
。



〈阿弥陀経〉の成立時期について

そ
の
結
果
、
以
下
の
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
〈
無
量
寿
経
〉
で
は
、
「
阿
弥
陀
仏
の
寿
命
」
に
関
す
る
記
述
の
内
容
お
よ
び
説

示
さ
れ
る
位
置
に
、
諸
異
本
・
中
で
異
同
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
最
古
訳
の
『
大
阿
弥
陀
経
』
(
片
足
.
Z
0・
8N)
に
お
い
て
、

阿
弥
陀
仏
の
特
徴
的
な
性
格
は
も
っ
ぱ
ら
「
光
明
」
で
あ
り
、
加
え
て
、
「
阿
弥
陀
仏
の
寿
命
」
に
関
す
る
記
述
は
「
光
明
」
に
関

す
る
記
述
と
の
関
連
性
が
乏
し
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
て
次
第
に
阿
弥
陀
仏
の
特
徴
と
し
て
「
光
明
」
と
対

を
な
す
も
の
へ
と
整
理
さ
れ
、
新
た
な
記
述
が
付
加
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、
〈
阿
弥
陀
経
v

で
は
、
諸
異
本
所

説
の
「
阿
弥
陀
仏
の
寿
命
」
に
関
す
る
記
述
は
概
ね
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
内
容
お
よ
び
説
示
さ
れ
る
位
置
は
、
後
期
成

立
の
〈
無
量
寿
経
〉
諸
異
本
所
説
の
も
の
と
の
類
似
点
が
多
い
。
以
上
の
点
を
鑑
み
る
と
、
〈
阿
弥
陀
経
〉
は
、
〈
無
量
舟
経
〉
の
成

立
よ
り
も
遅
く
、
お
そ
ら
く
『
無
量
寿
経
』
(
吋
・
H
N

・

z。・
80)
の
原
本
と
同
時
期
に
成
立
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
諜
程
二
回
生
)
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平
成
二
十
五
年
度

文
学
部
卒
業
論
文
題
目
一
覧

巡
礼
の
研
究

非
時
食
戒
は
守
れ
る
か

|
|
パ

l
リ
律
を
中
心
に
|
|

阿
羅
漢
の
最
期

仏
教
建
築
の
研
究

『
往
生
要
集
』
に
お
け
る
源
信
の
思
恕

法
然
の
念
仏
思
想
の
研
究

|
|
特
に
『
選
択
本
願
念
仏
集
』
を
中
心
と
し
て
|
|

曇
鱒
の
浄
土
教
思
想
の
研
究

修
験
道
の
研
究

|
|
富
士
山
信
仰
を
中
心
と
し
て
|
|

融
通
念
仏
宗
に
お
け
る
思
想
の
変
化

|
|
良
忍
と
法
明
と
大
通
を
通
し
て
|
|

燃
燈
仏
授
記
と
大
乗
仏
教
思
想

「
典
座
教
訓
」
の
一
考
察

日
本
に
お
け
る
観
音
信
仰
の
研
究

ク
マ
リ
信
仰
に
つ
い
て

龍
樹
の
時
間
論

日
本
に
お
け
る
弥
勅
信
仰

鎌泉
悶

浩 稲
平美

亀

山

光

暁

木
村
あ
ゆ
み

小

石

裕

樹

田

上

純

輝

問武
中1II

佑証
凸道

寺
川

良
信

有天丸松山 Tfi
村野 隈岡田川

葉法晃末真史
月人淳子穂佳

現
代
仏
教
に
お
け
る
女
性
仏
教
徒
の
可
能
性

十
王
図
の
研
究

|
|
敦
漣
と
日
本
と
の
比
較
を
通
し
て
|
|

念
仏
思
想
の
研
究

|
|
特
に
帯
導
・
法
然
を
中
心
と
し
て
|
|

不
可
触
民
解
放
運
動
と
ア
ン
ベ
|
ド
カ
ル

中
観
思
想
と
こ
と
ば

仏
教
説
話
の
研
究

法
然
上
人
の
研
究

ヤ
マ
の
研
究

|
|
ヤ
マ
の
観
念
の
成
立
と
そ
の
変
容
を
追
う
|
|

仏
教
に
お
け
る
女
性
観

現
代
日
本
に
お
け
る
仏
教
観
と
そ
の
背
崇

仏
教
に
お
け
る
死
後
の
世
界
観

一
遍
の
念
仏
思
想
の
研
究

仏
教
と
葬
送
儀
礼

|
|
現
代
社
会
に
お
け
る
死
生
観
と
葬
儀
を
中
心
に
|
|

小
乗
浬
繋
経
に
お
け
る
迦
葉
按
足
に
つ
い
て

|
|
仏
足
信
仰
と
の
関
係
性
|
|

泉 生
野田
由
紀照
恵 子

稲
荷

順
教

茨

木

拓

哉

伊
吹
奈
緒
美

今

回

雄

哉

舶

凹

賢

治

内

海

麻

紀
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宇
娘
同
由
紀

楳

演

集

虞

梅
原
佑
加
子

梅

本

慈

江
夏
広
太
郎

大
窪
か
を
り



芥
川
龍
之
介
と
仏
教

三
宝
絵
に
お
け
る
本
生
欝
の
研
究

地
蔵
信
仰
の
一
考
察

|
|
庶
民
の
信
仰
と
地
蔵
三
部
経
の
対
比
を
通
し
て
|
|

世

記

経

の

六

道

輪

廻

説

岡

本

秘

事

法

門

の

研

究

小

湾

原

始

仏

教

に

お

け

る

「

悪

」

香

川

『

孟

蘭

盆

経

』

の

研

究

北

村

釈

草

の

誕

生

木

田

半

蜘

思

惟

像

の

研

究

葛

原

不

動

明

王

の

研

究

岡

井

仏

教

に

お

け

る

業

思

想

の

研

究

窪

法

然

の

念

仏

思

想

の

考

察

'

熊

谷

|
|
『
黒
谷
上
人
語
灯
録
』
を
中
心
と
し
た
考
察
|
|

平
安
時
代
叡
山
浄
土
教
に
お
け
る
臨
終
念
仏
の
考
察
隈
元
顕
昭

H
蓮

教

学

の

研

究

久

米

雅

洋

『

往

生

要

集

』

の

研

究

倉

田

慧

斗

パ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ト
・
ギ
l
タ

ー

の

研

究

黒

田

成

一

平

家

物

語

と

仏

教

近

藤

ゆ

か

り

阿

蘭

若

の

研

究

・

棲

井

侃

大

乗

仏

教

の

菩

薩

観

佐

々

木

智

佳

子

『
マ
ハ

l
ヴ

ァ

ス

ト

ゥ

』

の

研

究

左

藤

仁

宏

|
|
「
ア
ヴ
ア
ロ

l
キ
タ
・
ス

l
ト
ラ
」
を
中
心
と
し
て
|
|

ジ
ャ

l
タ

カ

図

の

研

究

三

歩

一

浩

章

大
河
内
隆
樹

近

江

成

子

大
八
木
恭
太

明雄稔裕圭優昇.史俊
彦大彦輝亮実 平郎 樹

薬
師
如
来
の
研
究

中
論
に
お
け
る
二
諦
説
の
研
究

ダ
ン
マ
パ
ダ
の
研
究

地
獄
の
研
究

|
|
往
生
要
集
を
中
心
に
|
|

『
廻
静
論
』
の
研
究

阿
修
羅
の
研
究

|
|
経
典
と
図
像
の
比
較
を
通
し
て
|
|

寸
徒
三
十
三
天
降
下
」
の
説
話
と
図
象

源
信
の
念
仏
思
想
に
つ
い
て

密
教
に
お
け
る
弥
勅
菩
薩
の
信
仰
と
美
術

栄
西
禅
に
お
け
る
密
教
的
性
格
の
考
察

加
来
蔵
思
想
に
お
け
る
一
考
察

|
|
『
不
増
不
滅
経
』
'
を
中
心
に
|
|

上
回
秋
成
の
仏
教
観

栄
西
の
禅
思
想
の
研
究

|
|
特
に
『
興
禅
譲
国
論
』
を
中
心
と
し
て
|
|

仏
教
説
話
の
変
容

道
元
禅
師
に
お
け
る
身
心
一
如
の
思
想
考
察

日
蓮
教
学
の
展
開
論

道
元
禅
の
研
究

阿
弥
陀
仏
信
仰
と
仏
教
美
術

|
|
浄
土
盤
茶
羅
を
中
心
に
|
|

弥
勅
浄
土
教
の
研
究

篠

原

涼

太

島
因
果
菜
子

島

田

啓

史

清

水

大

輔

清

水

仁

清
水
正
奈
美

高砂白白清
浦川木石水

悠享 亮
希兵好恵平
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高高
島木

浩春
史美

田
口
-
椋

竹

村

亜

樹

田
島
加
奈
子

手

嶋

真

希

出

井

雄

也

藤
A比

占色

尚
紀



伝
教
大
師
最
澄
の
研
究

|
|
特
に
一
三
権
実
論
争
を
中
心
と
し
て
|
|

仏
教
に
お
け
る
時
間
論
の
研
究

ト
不
詳
業
道
の
研
究

『
酔
雌

.h教
章
』
の
研
究

|
|
天
台
「
五
時
八
教
判
」
と
の
比
較
を
通
し
て
|
|

叡
山
浄
土
教
の
展
開
に
つ
い
て

|
|
『
往
生
要
集
』
を
中
心
と
し
て
|
|

嶋
摩
羅
什
の
研
究

ウ
パ
ニ
シ
ャ
ツ
ド
の
輪
廻
観

|
|
五
火
二
道
説
を
中
心
に
|
|

阿
脈
の
研
究

|
|
特
に
大
迦
葉
と
の
関
係
を
中
心
と
し
て
|
|

比
叡
山
に
お
け
る
天
台
行
法
の
研
究

日
本
に
お
け
る
仏
教
寺
院
と
そ
の
医
療
活
動

行
基
の
慈
善
活
動
に
見
る
仏
教
思
想
に
つ
い
て

|
|
一
稲
田
思
想
を
中
心
と
し
て
|
|

法
然
の
念
仏
思
想
の
研
究

玄
咲
三
臓
の
研
究

|
|
彼
を
偉
業
に
導
い
た
も
の

そ
の
行
動
に
対
す
る
思
考
考
察
を
中
心
に
|
|

仏
教
に
お
け
る
葬
送
儀
礼
の
研
究

日
本
に
お
け
る
隻
茶
羅

仏
教
と
異
宗
教

渡
}II 

莱
摘

ql Ij~徳
谷 l嶋力

!日崇義
二人隆

長
111有

康
平

橋西
木村

祥
吾

一
道

林

美
希

東日 品
川笠場

優匡充
也規子

ーll.久
川末

広大
材i地

平

田

知

洗

平

野

琢

真

康
川
桐
栄
子

ー
!
ク
シ
ャ

l
ン
・
コ
イ
ン
を
千
掛
か
り
と
し
て
|
|

日
本
に
お
け
る
観
音
信
仰
と
巡
礼

毘
沙
門
天
の
研
究

日
本
に
お
け
る
仏
教
建
築
の
研
究

仏
教
と
怪
談

阿
弥
陀
浄
土
教
の
研
究

|
|
唯
除
五
逆
誹
誘
正
法
に
つ
い
て
|
|

日
本
に
お
け
る
四
天
王
信
仰
の
研
究

仏
教
の
説
く
輪
廻
と
そ
の
目
的

不
浄
観
の
研
究

東
寺
講
堂
の
立
体
昆
茶
羅
に
関
す
る
考
察

|
|
空
海
の
忠
怨
を
通
し
て
|
|

持
導
浄
土
教
の
研
究

『
正
法
眼
蔵
』
「
呪
成
公
案
」
巻
の
検
討

|
|
『
正
法
眼
蔵
抄
』
を
中
心
に
し
て
|
|

道
元
に
お
け
る
時
間
論
の
研
究

ア
シ
ョ

l
カ
王
の
研
究

仏
教
守
雄
榊
の
研
究

|
|
八
部
衆
を
中
心
と
し
て
|
|

初
期
仏
教
に
お
け
る
縁
起
説
の
研
究

|
|
十
二
縁
起
説
を
中
心
に
|
|

法
然
浄
土
教
の
研
究

|
|
高
弁
の
思
想
と
比
較
し
て
|
|

禅
思
想
の
研
究

増古古藤福
111 野 田 原 岡

健
瑞照太

克 .W)j郎茜

村宮水松
削崎池田

捺聖勇昂
美奈太己

可

t

森森
田

崇1-1
弘南

山安
日田

車真亮
博司平

山
田

山
間

佑
希

吉
村

知i
恭

若
林
謙
太
郎



|
|
盤
珪
禅
師
を
中
心
に
|
|

仏
教
か
ら
学
ぶ
死

神
仏
習
舎
の
研
究

空
海
と
華
厳
教
学
に
つ
い
て

プ
ッ
ダ
の
無
記
説
と
そ
の
展
開

l
l龍
樹
の
思
想
を
中
心
と
し
て
|
|

栄
商
禅
師
の
研
究

琵
琶
法
師
の
仏
教

一
遍
教
学
の
特
色
に
つ
い
て

|
|
念
仏
観
と
神
祇
観
を
通
し
て
|
|

和
久
津
倭
紀
子

度

曾

紀

彦

和

田

優

紀

大
仁
孝
太
郎

木

村

光

事

小
崎
友
未
奈

佐
々
木
一
光

優
秀
卒
業
論
文
題
目
(
五
十
音
順
)

平
成
二
十
五
年
度

『
マ
ハ

l
ヴ
ァ
ス
ト
ゥ
』
の
研
究

|
|
寸
ア
ヴ
ア
ロ

l
キ
タ
・
ス

l
ト
ラ
」
を
中
心
と
し
て
|
|

左
藤

清
水

『
廻
評
論
』
の
研
究

仁
仁，宏

現
代
に
お
け
る
看
取
り
と
仏
教

仏
と
蓮
華
座

ー

l
仏
教
に
於
け
る
蓮
華
表
現
が
意
味
す
る
も
の
|
|

臨

済

禅

の

研

究

中

安

近

代

日

本

仏

教

に

お

け

る

肉

食

妻

帯

論

の

再

考

西

村

東

大

寺

修

二

会

の

研

究

福

岡

パ
l
リ
文
献
「
仏
デ
ィ

l
バ
ン
カ
ラ
品
」

(uemw召
-sg・回
忌
内
出
回
相

2・

ω告
白
)
に
お
け
る
波
羅
蜜

パ
ン
タ
オ
チ
ャ
イ
プ
ラ
マ
ハ
パ
ン
ジ
ェ
ッ
ト

徳坪
岡内

珠祐
門 未

育誠黄
弘 哉 瑛

0
0
 

9
白



平
成
二
十
五
年
度

大
学
院
修
士
論
文
題
目
一
覧

ミ
ャ
ン
マ
ー
仏
伝
図
の
研
究

|
|
「
出
家
」
の
場
面
を
中
心
と
し
て
|
|

緋
際
経
変
相
図
の
研
究

|
|
隊
列
表
現
を
中
心
と
し
て
|
|

ガ
ン
ダ

l
ラ
仏
教
図
像
に
み
ら
れ
る
儀
礼
表
現
の
研
究

テ
ィ
ン

.マ

ウ

平

法
子

i脚
本

彩
I悶

中
国
唯
識
に
お
け
る
如
来
蔵
思
想
の
研
究

|
|
『
梅
伽
経
』
の
受
容
を
中
心
と
し
て
|
|

ス
リ
ラ
ン
カ
仏
教
に
お
け
る
出
家
者
と
在
家
者
の
関
係

|
|
内
宮
町
自
己
匂
凶
ω
巴
(
法
の
学
校
)
を
通
し
て
・
l
|

卒械
庖

子
他

I~J 
糾
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平
成
二
十
五
年
度

龍
谷
大
事
悌
教
胞
子
舎
葉
報

平
成
二
十
五
年
四
月
十
二
日
(
金
)

新
入
生
入
会
説
明
会
(
深
草
学
舎

五
月
十
四
日
(
火
)

龍
谷
仏
教
学
会
定
期
総
会
(
大
宮
学
舎

十
一
月
二
十
一
日
(
木
)

龍
谷
大
事
龍
谷
働
教
事
曾
仏
教
学
大
会
(
大
宮
学
舎

ホ
l
ル
)

講
師
漉
謹
隆
生
(
龍
谷
大
学
名
誉
教
授
)

講
題
「
「
仏
教
学
」
の
特
性
と
展
望
管
見
」

平
成
二
十
六
年
一
月
十
六
日
(
木
)

龍
谷
大
串
悌
教
事
曾
学
術
講
演
会
(
大
宮
学
舎
清
和
館
三
階
ホ
l
ル
)

講
師
山
田
法
胤
(
薬
師
寺
管
主
・
法
相
宗
管
長
)

講
題
「
奈
良
仏
教
と
八
宗
兼
学
」

一
月
二
十
九
日
(
水
)

龍
谷
大
準
備
教
串
曾

会
議
室
)

発
表
者

題

目

二
二
号
館

O
O二
教
室
)

本
館
講
堂
)

清
和
館
三
階

学
術
研
究
発
表
会
(
大
宮
学
舎

商
品
質
二
階
大

山
田
昌
弘
(
龍
谷
大
学
大
学
院
特
別
専
攻
生
)

ヒ
ン
ド
ゥ

l
教
に
お
け
る
楳
者
の
形
成
に
つ
い
て

-
|
『
ヴ
ィ
シ
ュ
ヌ
・
プ
ラ
l
ナ』

第
3
巻
第
口

'm章
を
中
心
に
|
|

発
表
者

題発
表
者

題

目

発
表
者

組

日

発
表
者

姐

目

神
山
清
高
(
龍
谷
大
学
大
学
院
特
別
専
攻
生
)

ロ叫
m
v
m
-
Z停
削
苫
ー
戒
遭
篇
と
『
長
阿
合
経
』
第
三
分
に
お

け
る
三
学
に
つ
い
て

|
|
慧
学
を
中
心
に
し
て
|
|

〈。
1

「
冨
〈
何
百
〉
己
】
(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

瑞
伽
行
唯
識
学
派
文
献
に
お
け
る
波
羅
蜜
多
受
容
に
つ
い

て
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日

|
|
十
波
羅
蜜
多
の
定
数
を
中
心
に
|
|

壬
生
泰
紀
(
龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
課
程
)

ガ
ン
ダ

l
ラ
仏
三
草
像
に
み
ら
れ
る
草
名

|
|
『
大
阿
弥
陀
経
』
所
説
の

阿
弥
陀
仏
と
の
関
連
に
つ
い
て
|
|

郎
須
円
照
(
龍
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
)

『
ア
ピ
ダ
ル
マ
デ
ィ

l
パ
』
の
認
識
論

|
|
眼
見
説
の
妥
当
性
|
|
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編集後記

本号は、 2012年度をもって龍谷大学を定年退職された宮治昭教授の退職記念号とし

て編集されたものである。

宮治先生の御業績は仏教美術史、ことにインド、ガンダーラから中央アジアの仏教

美術の学術的解明にあり、斯界の研究の発展に貢献されたことにある。また2011年度

に開館した「龍谷ミュージアム」の初代館長として、その設立段階から奔走され、開

館記念展 r釈尊と親驚J はじめ、特別展「仏教の来た道一シルクロード探検の旅」な

ど数々の特別展を手がけてこられた。

先生の温和なお人柄は、多くの人から慕われ、日本学術振興会科学研究費補助金の

研究代表者として、若手研究者の育成や海外の研究者との交流を率先してこられた。

そこで本号では、その学思に報いたいという趣旨から、宵治先生の学問分野と本学

での活動に御縁のあった研究者の方々、特に龍谷ミュージアムの教員諸氏から原稿を

募ることになり、深く御縁のあった研究者、その指導を直接間接に受けた研究者から

原稿が寄せられた。本号では、関係各位計八編の論文を掲載することができた。

私事ながら、宮治先生と2010年7月に旅順博物館にご一緒させていただき、同博物

館に蔵される大谷探検隊将来のガンダーラ仏教美術を見ながら、間近で先生の熱い思

いのこもった解説に按し、仏教美術への深いご造詣に直接触れることができたことは

私にとっての無上の幸せであった。

なお、前号より龍谷仏教学会の学術発表会の発表要旨を掲載することになったが、

本号でもそれを継承した。

最後に、本号から龍谷仏教学会は、「龍谷大串悌教畢曾」として再出発することと

なった。今後とも、当学会の研究活動に御理解、御協力をお願いいたします。

(三谷真液記)

平成26年 3月10日発行 悌教事研究 70号

編集者 龍谷大事偽教学舎

龍谷大撃{弗教学舎

〒600・8268京都市下京区七条大宮

龍谷大学仏教学合同研究室内

〒600-8268京都市下京区七条大官

龍谷大学仏教学合同研究室内

Bukkyo・白kkai，Buddhist Research Institute， Ryukoku University 
Department of Buddhist Studies. Ryukoku University. 
Shichijo Omiya， Shimogyo・ku，Kyoto 600・8268，JAPAN 

発行者
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平成24年度龍谷仏教学会学術研究発表会 発表要旨

薬健度記事の古層と新層

1 一一飢鐘の記事を中心に一一

井上綾瀬

薬健度が現存する諸律文献 (rパーリ律・』、『四分律』、『弥沙塞部和酷五分

律』、『摩詞僧紙律』、『十~m律』、『根本説一切有部昆奈耶薬事.ø)では、『摩詞

僧紙律』を除く全ての薬櫨度で、飢僅時に乞食が難しい場令の対策が語られ

る。

飢健の説明から、記事の新古を考える場合、記事が無いことが一番古いと

いう視点に立った。つまり、律の前提にある随犯随制に従うことにした。飢

鍾の記事にのみ視点を当てれば、摩詞律には飢飽の記事そのものがないこと

から、一番古形を保っていると考えた。そして、記事の多い五分律の飢鋒の

記事が、新型の記事であるとした。

飢僅時特例には、①比丘の調理と食料の保存、②果実を自ら拾い種を除く、

③食前食後の食料の扱い方、④レンコンの許可、⑤飢餓時特例の再禁止、⑥

五分律独自の規定というおおよそ六種類の記事がある。

①の記事は、パーリ律、四分律、五分律、有部律で飢餓時の特例として認

められ、有者IS律に共通する点から、当時一般的な事例であったと推測し、飢

健の記事の中で古肘に分類した。同様に②~⑥の記事も比較検討した。

その結果、飢飽に|到する記事は、現状では、根本分裂後に上座部系の部派

内で形成されたのではないかと考えられ、さらにその内容には、増広があっ

たことが伺える。飢餓時特例は、古層に「①比丘の調理と食料の保存、⑤飢

僅時特例の再禁止、③食前食後の食料の扱い方」、新屑に「④レンコンの許
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猿鍵度記事の古腕と新周一飢僅の託事を中心にー

可、②果実を自ら拾い種を除く」があるのではないかと類挺した。しかし、

この新古決定の方法には、問題が残っている。各部派が各律文献を伝持した

と伝えられるが、官I~派同士の交流があった可能性や、律文献の編纂により内

容の変更が行われた可能性がある。また、摩調律のみ"fE-の大衆官H系の広律

であることを鍛みれば、摩郡J律が他の律文献と合致しないことは当然である。

(能谷大学大学院研究生)

凸
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平成24年度龍谷仏教学会学術研究発表会 発表要旨

アビダルマの二諦説

西山 亮

r倶合論』などに説かれる勝義と tlt俗の二諦説を取り上げ，関連する先行

研究の問題点を指摘し，さらに，中観派の清弁がアビダルマの二諦説をどの

ように評価しているのかを検討した。

『倶舎論』第 6j主(賢聖占i'l) 第4備に説かれる二諦説は， E.フラウワル

ナー氏などによって，世親が経量部的立場から玉張したものとされた (Die

Phz'losoρhie des Buddhismus， 1956)。しかし松紹隆氏によってその二締説が

説一切有部の論書『雑阿昆曇心論』に見られることが指摘され，『倶舎論』

の二諦説を経量者I~ の説とみる必要はないことが論証された(“On Abhi-

dharmakosa VI. 4" rインド学報J2， 1976)。桂氏の見解は広く学界に認め

られてきたが，近年いくつかの論考がその説の再考を促すこととなった。

まず張富捧氏は， r雑阿毘曇心論』と『倶合論』との相違点のーっとして

勝義諦に注目し，認識と認識対象という観点から世親の勝義有/諦を捉え，

r雑阿昆曇心諭』との区別を試みた (rr倶舎論J r賢型品」におけるこ諦説

についてJ r駒沢大学大学院仏教学研究会年報J28， 1995)。しかし張氏の見

解は世親自身の説から導き出されたものではなく，『倶舎論』の当該箇所の

最後に記された古削i(purvacarya)の説や， II'f具合論』注釈者・称友の解釈

を根拠にしているという問題を抱えている。木村誠司氏もまた松氏の説の再

考を促す一人であり，二諦と四聖諦との関連において『雑阿見曇心論』と

r倶舎論』との差別化を試み，アピダルマの二諦説に関する多角的な研究を

重ねている (rアピダルマの二諦説:序章J r駒津大準備教串部論集J 42， 

2011 : rアビダルマの二諦説:訳注研究・インド編 1J q司.!I43， 2012)。し
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アピダルマのニ続税

かし，張氏と同様，桂氏の説を完全に否定しうるほどの根拠は提示されてい

ないように思われる。

最後に，二諦をその教義の根本原理とする中観派の清弁が『般若灯論』第

22章(知来品)において r倶合論』の二諦説を引用し，吟味を加えているこ

とを紹介し， rアピダルマの二諦説は概しで法の実有性を論証するためのも

のである」というアピダルマの二諦説に関する中観派からの視座を提示した。

(龍谷大学大学院研究生・

龍谷大学アジア仏教文化研究センター・リサーチアシスタント)
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平成24年度龍谷仏教学会学術研究発表会 発表要円

球伽行唯識学派におけるこ諦説解釈の変遷

早烏 慧

二諦説は中観派の中心思想として知られ，一方珠伽行唯識学派の中心思想

としては三性説を挙げることができる. しかしながら，職伽行唯識学派の思

想体系においても二諦説は重要な思想であり，初期中観派の二諦説とは異な

る独自のニ諦説解釈が確認される.本発表では，従来あまり“注目されること

のなかった，瑞伽行唯識学派の二諦説解釈について，変遷という観点から考

察した.

先行研究において，中観派とは異なる瑞伽行唯識学派独自の二諦説解釈の

特徴として， r仮説の所依」を認める点が指摘されている.つまり，世俗と

いう言語表現がなされる際に，その仮説の原因たる所依を認めるこ諦説であ

る.金才権氏は，「仮説の所依を r依他起性』と位置付けたことから，職伽

行派の独自的な思想、である r三性説』が形成されたと推測される」と述べ

(rf中辺分別論』における三性説の研究.1，龍谷大学博士論文， 2008年.pp. 

67-68， fn.67.)，瑞伽行唯識学派の11'心思想である三性説形成のー要因とし

て，職伽行Pft識学派独自の二諦説，仮説の所依を認めるこ諦説を指摘する.

しかしながら，瑞伽行唯識学派独t'-Jの二締説解釈として別の解釈が指摘で

きる.三性説成立以降の瑞伽行唯識学派の文献においては，三性説に基づき

二諦説を解釈する用例が確認される.特に1I'r:t辺分別論』第三章「真実品」

は，根本真実たる三性説に基づき二諦説を説明し世俗・勝義をそれぞれ三

種に分類する.このうち，勝義はjJJ成実性のみによって示され，真.如， ~旦繋，

道の三種であるとされる.真如， ~旦繋のみならず，勝義を 11 的とする道もま

た勝義であるという解釈は非常に特殊なものであり，これは安慧の注釈によ

4
4
 



罰金伽行1I1~敵学派におけるこ諦説解釈の変遷

って，円成実性解釈に起因するものであるとされる.このような二諦説解釈

は，初期中観派の文献には確認されない稔伽行I1fh識学派独自の解釈と考えら

れる.

従って，本発表では，職伽行唯識学派の二諦説解釈が

三性説形成と関連するこ諦説→三性説成立→三性説に基づき解釈される

こ諦説

というように変遷すると考えられることを指摘した.

(龍谷大学大学院博士後期課程三回生)
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平成24年度龍谷仏教学会学術研究発表会 発表要旨

『大乗荘厳経論』第 XI章における

幻の醤喰と三性説との関係性について

充L
H
'
 

rE「
日
I
J

司
E

瑞伽行唯識学派の論者『大乗荘厳経論 (Mahayanasutrala1'flkara: MSA) J 

第 XI章述求品 (Dharmaparyel?ty-adhikara)のなかで， kk.15-29では幻

|聡たること (mayopamata)についての探求が説かれているが，備の注釈

である世親釈 (Mahめlanasutralamkara-bh白yα:MSABh) と安慧-釈 (Sutra-

la1'flkara -vrttib~a : SA VBh) との間で，三性説を警喰で説明している幻

(maya)あるいは幻事 (mayak:rta)が指し示す意味内容に関して，いさ

さか見解の相違が見られる。ここはすでに近年の先行研究でよく指摘されて

いる箇所ではあるが，両注釈に違いが兄られるのは偏に， mayaという言葉

が表す意味内容の捉え方によると思われる。

そこで発表者は，主に kk.15-16のMSABhにおいて，幻の磐轍で表さ

れていることとそれに対応する三性(特に依他起性と遍計所執性)に混乱が

生じているという問題を解決するため， mayaとmayalqtaの関係性に注目

しながら，三性説を幻で喰えられている方から検討した。その結果として，

版文の分析に基づき以下の 3点を報告して，三性説に岡執せず，それぞれの

偽の独立性を優先して解釈するという新しい読み方を提案した。

①k.15本偏には mayaとmayakrtaが共に出てきているのに対して，

k.16では MSABhにmayak:rtaだ、けが出てくるのみである。

②k.15がmayaとmayak:rtaの饗喰で依他起性と遍計所執性を表してい

るのに対して，
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r大衆荘厳経詣a第 XI章における幻の書峨と三性説との関係性について

k.16はあくまで勝義と世俗の二諦を主題としてその嘗轍を述べている

だけではないか。

③三性説では勝義=円成実性だが， MSABhにも円成実 (parini号panna)

という語はなく，ただ本備の勝義(paramartha) という語を使用して

いるに過ぎない。

つまり k.15は依他起性と遍計所執性とが， k.16は勝義と世俗の二諦がそ

の偽の主題で，そこに幻の警職がなされているという認識が大切であり，

k.16のmayakrtaは単独で用いられている以上，単なる喰えなのである。

そもそも MSAの幻 (maya)の醤轍には“幻想の原因"と“幻想そのもの"

という 2つの側面があり，幻 (maya)を原因としてその結果が幻事

(mayakrta)であるので， mayaはmayakrtaの意味を包括する概念であ

ると言える。よって k.15を引きずらないで mayaをmayakrtaの意味に置

き換えて読むことができ，そうすると少なくとも依他起性の喰えは会通でき

るのである。

(龍谷大学大学院博士後期課程 1回生)
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千成24年度龍谷仏教学会学術研究発表会 発表要旨

『大乗荘厳経論』

第 XX-XXI章第57，59偽の考察

上 野隆平

r大乗荘厳経論』の XX・XXl.43-59が説く「仏の功徳J (buddhagUl)a) 

は，対応関係にある『蒋薩地JI r建立品」が述べる「百四ト不共仏法」を敷

街して組織されたものである。「百四卜」とは， [lJ <三十二相八卜随好〉を

始めとする10の徳目の法数の総計である。ただし，『荘厳経論』は『菩薩地』

が設定した「百四十」という枠組みを踏襲しないことにより，より多くの徳

目を導入し，独自の仏徳論を形成するに到った。結果として，徳円の総数は

20となり，その配列は「低 CR)今高(不共)Jの次第をもって行われるこ

ととなった。新たに採用された徳目の中， (1) <四無量〉から (8) <六通〉ま

での共功徳は，仏と二乗の間に接点を設けることにより，不定種姓の声聞・

菩薩を大乗に誘引・慰留する役割lを果たすものであったと考えられる。

しかしまた， Ir荘厳経論』が「仏の功徳」を組織するにあたり，新たに追

加した徳日は，これら以外にも 2つあった。すなわち， xx・XXI.57.59が説

く(18)<十八不共功徳〉と (20)<六波羅蜜の完成〉がそれで、ある。「百四十」

の中に典拠を持たないこれらの不共功徳を『荘厳経論』が新たに追加したの

はなぜか。また，これらを追加することにより， I司論の仏陀観にどのような

性格が付与されるであろうか。本発表の目的は XX-XXI.57，59への考察を

通して，これらの点を明らかにすることにある。

考察の結果，発表者は，『荘厳経論』は(18)(20)の徳目を導入することに

より，白らの仏徳論に，より高度な不共性を加えるに到ったと結論づけた。

すなわち，一方で、は， (1) -(8)の共功徳を導入することにより，声聞・独覚

F
h
u
 

dιτ 



r大衆道:厳絞諭』第 XX.XXI章第57.591日の考察

との聞に接点、を見出しながら，他方では，これらの不共功徳を導入すること

により，二乗との差異を強調し，仏の偉大性を高めることに成功したという

わけである。『荘厳経論』が『普i鑑地』に典拠をもたない徳目を新たに追

加・導入した背景には，凡そ，このような意図が込められていたものと考え

られる。

(龍谷大学大学院研究生)
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龍
谷
大
事
偽
教
組
干
舎
会
則

第

一

章

総

則

第
一
条
本
会
は
、
龍
谷
大
串
仰
教
皐
曾

と
称
す
る
。

第
二
条
本
会
は
、
仏
教
学
の
研
鍍
な
ら

ぴ
に
全
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
も

っ
て
目
的
と
す
る
。

第
三
条
本
会
は
、
事
務
所
を
京
都
市
下

京
区
七
条
大
宮
龍
谷
大
学
仏
教
学
研
究
室

内
に
置
く
。

第

二

章

会

員

第
阿
条
本
会
は
、
次
の
会
員
を
も
っ
て

構
成
す
る
。

一
、
名
誉
会
員
:
・
本
会
に
功
績
の
あ
っ
た

人
の
中
か
ら
、
理
事
会
が
こ
れ
を
推
薦

し
、
総
会
で
承
認
す
る
。

二
、
個
人
会
員
A
(普
通
会
員
)
:
・
本
会

の
主
旨
に
賛
同
す
る
研
究
者
を
も
っ
て

会
員
と
す
る
。

三
、
倒
人
会
員

B
(学
生
会
員
)
・
:
龍
谷

大
学
文
学
部
の
仏
教
学
専
攻
の
学
生
を

も
っ
て
全
員
と
す
る
。

四
、
個
人
会
員

C
(賛
助
会
員
)
・
:
本
会

の
主
旨
に
賛
同
し
て
事
業
の
援
助
を
専

ら
と
す
る
者
お
よ
ぴ
本
会
の
発
行
す
る

刊
行
物
の
入
手
を
専
ら
と
す
る
者
を
も

っ
て
全
員
と
な
す
。

五
、
団
体
会
員
・
:
仏
教
研
究
を
主
目
的
と

す
る
大
学
、
短
期
大
学
お
よ
び
そ
れ
に

準
ず
る
学
校
学
術
団
体
な
ら
び
に
本
会

の
主
旨
に
賛
同
す
る
団
体
を
も
っ
て
全

員
と
す
る
。

第

三

章

総

会

第
五
条
総
会
は
、
本
会
の
最
高
議
決
機

関
で
あ
る
。

第
六
条
総
会
は
、
本
会
の
個
人
会
員
を

も
っ
て
構
成
す
る
。

第
七
条
総
会
は
、
例
入
会
員
の
五
分
の

一
以
上
の
参
加
を
も
っ
て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

第
八
粂
総
会
は
、
次
の
場
合
に
開
催
さ

れ
る
。

一
、
定
期
総
会
(
毎
年
五
月
)
。

二
、
会
長
が
必
要
と
認
め
た
場
合
。

三
、
全
員
の
五
分
の
一
以
上
の
連
署
に
よ

る
要
求
の
あ
っ
た
場
合
。

第
九
条
総
会
に
お
け
る
決
議
は
出
席
会

員
の
過
半
数
の
同
意
を
必
要
と
す
る
。

第

四

章

役

員

第
十
条
本
会
は
、
次
の
役
員
を
置
く
。

一
、
会
長
一
名
:
・
理
事
の
中
か
ら
瓦
避

し
、
本
会
を
代
表
し
て
会
務
を
統
理
す

る。
二
、
理
事
若
干
名
:
・
評
議
員
の
中
か
ら

互
選
す
る
。
理
事
は
理
事
会
を
組
織
し
、

会
務
を
処
理
す
る
。

一
二
、
評
議
員
若
干
名
:
・
全
員
の
中
か
ら
、

総
会
に
お
い
て
選
出
す
る
。
た
だ
し
、

他
の
役
員
と
の
兼
任
を
妨
げ
な
い
。

四
、
編
集
員
若
干
名
:
・
会
長
が
評
議
員

の
中
か
ら
委
嘱
し
、
学
会
誌
「
仏
教
学

研
究
」
の
査
読
、
編
集
を
行
う
。

五
、
委
員
若
干
名
:
・
会
長
が
全
員
の
中

か
ら
委
嘱
す
る
。

委
員
は
、
次
の
業
務
を
分
担
す
る
。

一
、
総
務
。
二
、
会
計
。
三
、
編
集
。

四
、
庶
務
。
五
、
書
記
。

六
、
監
事
三
名
:
・
総
会
に
お
い
て
全
員

の
中
か
ら
互
選
し
、
会
務
を
監
査
す
る
。

第
十
一
条
評
議
員
の
任
期
は
三
年
、
他
の

役
員
の
任
期
は
一
年
と
し
、
重
任
を
妨
げ

な
L
。

第

五

章

事

業

第
十
二
条
本
会
は
、
次
の
事
業
を
行
う
。

一
、
総
会
。

二
、
学
術
大
会
。

三
、
研
究
会
、
輪
説
会
お
よ
び
研
究
発
表

の
開
催
な
ど
。

四
、
学
会
誌
の
発
行
。

五
、
会
員
の
親
睦
に
関
わ
る
事
業
。

六
、
そ
の
他
、
必
要
と
す
る
事
業
。

第

六

章

会

計

第
十
三
条
本
会
の
経
費
は
、
会
費
、
寄
附

金
、
そ
の
他
の
収
入
に
よ
る
。

個
人
会
費
は
、
年
額
五
、

0
0
0円
と
す

ヲ
令
。

団
体
会
費
は
、
年
額
一

O
、

0
0
0円
と

す
る
。

第
十
四
条
本
会
の
会
計
年
度
は
、
四
月
よ

り
翌
年
三
月
ま
で
と
し
、
会
計
報
告
は
定

期
総
会
に
お
い
て
行
う
。

第

七

章

附

則

本
会
則
は
、
総
会
の
決
議
に
よ
り
変
更
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

一
、
本
会
則
は
昭
和
問
十
五
年
十
二
月
十

日
施
行
の
龍
谷
大
学
仏
教
学
会
会
則
の

一
部
を
変
更
し
、
平
成
二
年
四
月
一
日

よ
り
施
行
す
る
。

二
、
本
会
則
は
、
平
成
二
年
四
月
一
日
施

行
の
龍
谷
仏
教
学
会
会
則
の
一
部
を
変

更
し
、
平
成
六
年
四
月
一
日
よ
り
施
行

す
る
。
(
第
四
章
第
十
条
・
第
四
章
第

十
一
条
・
第
五
章
第
十
二
条
・
第
六
章

第
十
三
条
の
改
正
)

三
、
本
会
則
は
、
平
成
六
年
四
月
一
日
施

行
の
龍
谷
仏
教
学
会
会
則
の
一
部
を
変

更
し
、
平
成
二
十
五
年
五
月
十
四
日
よ

り
施
行
す
る
。

(
第
一
章
第
一
条
、
第
六
章
第
十
三
条

の
改
正
)
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